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中野宏幸氏が国際交通安全学会賞（著作部門）を受賞

当機構でインフラ経営戦略に関する研究発表やコロキウムを

行った中野宏幸氏（現 海上保安庁警備救難部担当参事官，元 

運輸政策研究所研究員）の執筆による著書『交通インフラ経営

のグローバル競争戦略－国際競争力強化に向けた国家戦略の

視座－』（日本評論社）が，「第37回（平成27年度）国際交通安

全学会賞（著作部門）」を受賞しました．4月8日の授賞式では，

武内和彦会長の挨拶，警察庁の金高雅仁長官及び内閣府の和

田昭夫審議官の祝辞に続き，贈呈が行われました．

本書は，インフラ経営のビジネスモデルや行動原理の特性，

国際競争力強化を指向するネットワークモデル，「国の競争力」強化に向けた国家戦略の基本的な方向性を検討の対

象としています．グローバル化の進展の中での社会インフラ設計，港湾や空港等のグローバル企業体の動向，交通分

野におけるPPP政策など，我が国の国家戦略としての海外インフラビジネスの展開やインフラ経営のあり方を考える上

で，重要かつ具体的な諸要素が論じられています．

国際交通安全学会によれば，交通インフラ経営を国際的なビジネスとしてとらえ，戦略的経営のダイナミズムを論じ

たこと，経営学的アプローチによって網羅的に整理していることなどが高く評価され，受賞に至ったとのことです．

◆第121回運輸政策コロキウム

日時……平成28年3月14日（月）18：00～

会場……当機構2階会議室

テーマ……「 地方中枢拠点都市における将来の交通に関する研究

－人口50万人以下の県庁所在市における2035年頃の

交通の姿についての考察－」

講師……当機構運輸政策研究所招聘研究員

越智秀信

コメンテータ……慶應義塾大学総合政策学部教授

上山信一

◆第9回理事会

日時……平成28年3月17日（木）13：30～

場所……当機構2階会議室

第1号議案……平成28年度事業計画及び収支予算（案）承認の件

第2号議案……評議員会招集の件

第3号議案……顧問委嘱の件

報告事項

運輸政策研究機構の改革について

◆第8回評議員会

日時……平成26年3月17日（木）15：00～

場所……当機構2階会議室

報告事項

1．平成28年度事業計画及び収支予算の件

2．運輸政策研究機構の改革について

講演会等の開催（開催日順）
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◆研究報告会　2016年春（第39回）

日時……平成28年5月27日（金）13：00～18：00

会場……海運クラブ国際会議場（千代田区平河町）

特別講演…… 福知山公立大学特任教授， 

京都大学経営管理大学院特命教授

篠原正人

「 アジア物流の現状と傾向 

－データベースを踏まえて－」

研究報告……1. 当機構運輸政策研究所主任研究員

加藤博敏

　　　　　　「 長距離貨物輸送における労働生産性の向上 

－野菜の長距離輸送をケースとして－」

　　　　　　2. 前 当機構運輸政策研究所研究員

坂本将吾

　　　　　　「我が国物流企業の海外展開に関する研究」

　　　　　　3. 当機構運輸政策研究所研究員

大堀勝正

　　　　　　「 鉄道事業における自然災害リスク・ファイナンスに

関する研究－歴史的経緯と基礎的分析－」

　　　　　　4. 当機構運輸政策研究所研究員

海老原寛人

　　　　　　「 山間地域における生活必需品の配送のイノベー

ションに関する研究」

　　　　　　5. 当機構運輸政策研究所主任研究員

小室充弘

　　　　　　「 世界遺産所在地における観光振興のあり方に関す

る研究」

講演会等の開催予定

航空と鉄道の社会経済的効率性の比較，気候変動への影響を提示

本書では，都市間交通では，自動車と航空のモードが高い割合を占め，気候変
動との関連性が強いことから，その問題点の抽出と，モーダルシフトの促進によ
る外部費用の削減可能性について分析を行うとともに，都市間交通政策に関する
評価手法について考察します．

さらに，日本国内の都市間旅客交通市場における二大輸送手段である，航空お
よび鉄道の社会経済的効率の計測を試み，都市間交通システムのこれからの政策
案を提示します．

姉妹書となる既刊『都市交通と環境』とともにご活用ください．

森地茂，林良嗣，テー・ウム，ベルナー・ローテンガッター  編訳著　
本体 5,000円＋税（送料別）　/　A5判ハードカバー 340頁

※  当機構WEBページの申込書にてご注文の場合は10％割引にてご提供いた
します．

　 （送料・振込手数料等は別途ご負担ください）
※  税込送料は，3冊まで520円，9冊まで760円です．
　 （10冊以上で一括梱包発送の場合は，送料サービス致します）

都市間交通と気候変動

＜ 本 書 の 構 成 ＞

第1編  気候変動問題に対する都市間旅客交通の重要性
第2編   都市間交通政策とシステム：EU，米国，日本，中

国間の国際比較
第3編  都市間交通と気候変動 〜外部費用の内部化の観点から〜

第4編   都市間交通政策の空間経済分析
第5編   日本国内の都市間旅行市場における航空会社と鉄道

会社の社会的効率測定とその比較
第6編  都市間旅客交通への政策提言




